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令和 8（2026）年 2月 19日配信 

 

 

手作りのお茶碗で感謝を伝える「親子のお茶会」開催のご案内 

～年長児が心を込めて、保護者を「世界に一つだけ」の器でおもてなし～ 

 

 山陽学園短期大学附属幼稚園では、来る 2月 27日（金）、年長組の園児による最後の「親

子のお茶会」を開催します。 

 

園児たちはこれまで、地域のお茶の先生から年 8回にわたり、日本の伝統文化である茶道

を学んできました。本会は、その集大成として、これまで見守ってくれた保護者へ感謝の気

持ちを伝える場です。 

なお、当日は、昨年 7月の「親子陶芸教室」で、親子で一緒に作り上げた世界に一つだけ

のお茶碗を使用します。 

 

卒園を間近に控えた年長児が、心を込めてお茶をたて、成長した姿でおもてなしします。 

 

記 

 

１ 開催日時 2026年 2月 27日（金） 9:45 ～ 10:45  

 

２ 開催場所 山陽学園短期大学附属幼稚園 遊戯場 

（住所：岡山市中区平井１－１３－６９） 

３ 内 容 

          ・年長組園児によるお点前（お茶をたてる実演） 

・親子で一緒に作ったお茶碗（7 月の親子陶芸教室で製作）を使用したおもて

なし 

・保護者への感謝のメッセージ など 

 

４ 本件の見どころ 

・「世界に一つのお茶碗」でのおもてなし 

夏に親子で土をこねて作った思い出の器が、この日、感謝を伝える道具へ

と変わります。 

・成長の集大成 

お作法を学んできた年長児が、緊張しながらも真剣な表情で取り組む姿は、

卒園前の大きな思い出となります。 


